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　　　　　　　　　　　　　 目的

　ヒ トや 重揖勿に は様々 な意思決定場面が存在す るが、種々 の要 因に

よ っ て そ の 個体が獲得す る利得の 価値が割 り引かれてい るとい え

る。価値割引研究は、心理学の 分野で は、遅延割引、社会割引、確

率割引を割引要 因として研究力垳 わ れて き た。これ らの価値割引は

双曲線関数 とい う同型の数理モ デル で 記述で きる こ とがわ かっ て

い る （Groen＆ Myerso42004 ；Rachlin＆Jones；2008）。 また、古代ギ

リシ ャの哲学者で あるプラ トンに よっ て、自己制御選択と利他的選

択が共通の起源を持つ ことが示唆されてい る（Rach甑 1994＞。しか

し、その 関係を実験的に検討 した研究 は少ない 。よっ て、本研究で

は、  遅 延割 引と社会割 引の 数理モデルの検討と、  その 数理モ デ

ル に よっ て 算 出され る衝動性の 程度を表す遅延割引率と利己性の

程 度を表す社会割引率の 関係を、ハ トを対象に 同
一
個 体内で検討す

るこ とを 目的 とす る。

　　　　　　　　　　　　　 方法

　被験体　ハ ト 12個体、体重は 自由摂食時 の 80％前後に維持 した。

　装置 強化子としてハ ト用餌ペ レッ ト （20mg ） を使用 し、実験

指1御 には、Visual　Bacic （version 　6．0，　Mi   ）st）ft）を 用い た。

（遅延割引）前面壁に水平方向に 3 つ の反応キイを備えたハ ト用実

験箱を 4 台用い た。反応キイを含む キイパ ネル は透 明アクリル板で

出来てお り、被験 体は、キイパ ネルを通 して、実験箱 の 正面外部に

設置 された液晶カラーディ ス プレイに 呈示される弁別刺激を見る

こ とができた。反応キイ の下部に給餌口があり、強化期間中、ハ ト

はこ こから強化子を食べ る こ とがで きた。

（社会割引）共有餌場 と独 占餌 場からなる集団実験 装置を 2 台用い

た。被験体は、ニ ュ
ートラル ゾーン か ら各餌場に歩い て移動する こ

とで餌場間の選択を行っ た。移動反応は床下に設置されたマ イ クロ

スイ ッ チ に よ り検出した 。 各餌場に は、弼 匕子を呈示するための 給

餌装置が設置されて い た。被験体は、移動反応後、前面壁にある開

口部 に頭部を挿入する こ とで、餌場に呈示 された強化子を摂取 で き

た。共有餌 暘は 7 つ の 小部屋に よ っ て 囲まれ て お り、これ らは個別

に被 験体と共有個体を収容で きた。 共有餌場で は、被験体 と共 角個

体が同 じ餌場に．呈示された強化子を摂取 し、独占餌場で は、被験 体

の みが強化子を摂取 した。各餌場の 前面壁に は、弁別刺激と して の

発光 ダイオ
ー

ドが 2 つ 設置さ れ てい た。

手続き　調整量手続きに よっ て遅延され る 14個の餌ペ レッ ト （又

は 他個体と共有する 14個の 館ペ レッ ト） と等価な即時調整報酬量

（又は独占す る調整報酬量） を測定した。遅延条件は 0 秒、2 秒、

4秒、8秒、16秒の 5 条件、社会条件 （共有個体数）は、0個体、1

個体、2 個体、3 個体の 4条件行っ た 。 遅延割引測定で は、調整選

択肢が選択 された場合、即 時に X （1〜20）個の ペ レッ トが呈示 さ

れ、一
方標準選択肢が選択された場合、遅延後 に 14個の ペ レ ッ ト

が 呈示さ れた。社会割引測定で は、独占選択肢が選択され た場合、

独占餌場に即時に X （1〜20）個の ペ レッ トが呈示され、一方共有

選択肢が選択 された場合、即時に共有餌場に 14個の ペ レッ トが呈

示 された。どちらの割 引測定に おい て も、X は 1個お よび 14個か

ら開始 し、前回試行の 選択に従 っ て 変動した。各条件は以下の 安定

基準にもとつ い て、14〜20 セ ッシ ョン行っ た。最終 6 セ ッ シ ョン

を 2 セ ッ シ ョ ン ごとの 3つ の ブロ ッ クに分けて、セ ッ シ ョ ン終了時

に おける言髓茎報酬量の 平均値につ い て、（1）最大値と最小値の差が

5 個以内で あるこ と、（2）上昇傾向で も下降傾向で もない こ との 2

点を満たすこ とであっ た。各条件の最終 6セ ッ シ ョ ン における
．
調整

報酬量の平均値をその 条件から得 られた主観的等価点 とした。

　　　　　　　　　　　　結果 と考察

　 各条 件から得 られた主観的等価 点に、バ イ アスパ ラメ
ー

タを付加

した双 曲線関数 と指数関数を適用 した。そ の結果、どちらの 関数も

よい 当て は ま りを示 した （図 1）。また、遅延割引率 と社会割引率

の 問に 有意な椙関は得 られなかっ た （図 2）。

　割引関数の 当て はま りが良か っ た こ とか ら、本研究にお ける価値

割引測定は妥 当であ っ た と考え られる。遅延割引と社会割引の 問に

有意な相関関係が見 られ な か っ た とい う事実は、こ れ ら 2 つ の 価値

割引が同
一

の過程で はない こ とを示唆す る。
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図 L 割弓腰因の 関数と しての主観的等価 点の平均値と割引曲線
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　　　　 図2．遅延害i月1率（k＞と社会割引率 Cs）の 散布図
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